
２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

学校名【 愛知県立春日井高等特別支援学校 】 

１実践テーマ 【 Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ 】  

 

２実施対象者 
 

第３学年５３名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育  ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

１ オリンピック・パラリンピックについての知識と理解を深める。 

２ 関係者から競技の話を聞いたり、競技者と交流したりする機会を

設け、間近に迫ったオリンピック・パラリンピック自国開催という

貴重な機会に向けて気持ちを高める。 

５ 取組内容 １ 事前学習 

(1) 冬季休業中の課題として、オリンピック・パラリンピックにつ

いての調べ学習を行った。 

(2) 調べ学習の成果を発表し、オリンピック・パラリンピックの歴

史や種目について学習を行った。 

(3) ボッチャについて、ルールや競技の進め方についてＤＶＤを視

聴しながら学習した。 

 

２ ボッチャの体験（２時間） 

  愛知県ボッチャ協会所属選手１名 

  名古屋市障害者スポーツセンター指導員１名 

  ８つのグループに分かれ、基本的なボールの投げ方、ジャックボ

ールへの寄せ方などの技術について学び、実践的な練習を行った。

その後、簡易ゲームを行い、その後、正式なコートで試合を行った。 

  最後は選手への質問コーナーを設けた。 

 

３ 事後学習 

  ボッチャの体験を終えて、事前学習の感想、体験の感想、オリン

ピック・パラリンピックへの思いについてまとめるとともに、アン

ケートを実施した。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

生徒の事後アンケートより 

・ すごく楽しかったです。あっという間に２時間が終わりました。

また、ボッチャがやりたかったなって思いました。また、今度やる

ときは、白色のボールにもっと近づけたいと思います。 

・ ボールを投げる力加減が難しかったです。リングに入ってみんな

で喜べたときは、うれしかったです。ボッチャはとても楽しくて、

またやりたいです。 

・ 最初はうまく投げられなかったけど、途中からうまく投げられる

ようになってきて、楽しかったです。チームでボッチャをやると、

団結力がつくと思った。 

・ 指導員の方がいろいろ説明をしてくださって、わかりやすかった

です。カーリングみたいでとても楽しくできました。やり方も覚え

られてよかったです。 

・ ボッチャという競技を初めて見て、最初はできそうだなと思いま

したが、実際にやってみると、難しくて思うようにいきませんでし

た。ですが、やっていくうちにこつをつかんで楽しむことができま

した。本当によい体験ができました。  

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・ 冬季休業中に調べ学習を行い、調べたことをみんなの前で発表す

る機会を設けることで、オリンピック・パラリンピックへの興味・

関心を抱かせるようにした。 

・ 事前にボッチャについてのルールや競技の進め方を学習すること

で、当日の活動に見通しがもてるようにした。 

・ 全校生徒が１６１名在籍しているが、全員参加となると、場所と

道具が足りないので、一学年に絞った。（ちょうどよかった） 

８主な課題等 ・ 事前に打合せをする時間がなかなか取れず、当日、スポーツセン

ターの職員にお任せする場面が多くなってしまった。協会の選手に

ももっと活躍できる場面を設定できるとよかった。 

・ 単発的な活動になったため、もう少し時間をかけて事前・事後学

習を充実させた方がよかった。 

９来年度以降

の実施予定 

・ 今回、初めての体験だったが、生徒には非常に好評だった。今回

御指導いただいた名古屋市障害者スポーツセンターとも連携しな

がら、他の競技についても継続して行っていきたい。 



 


